
令和８年度 第２回 学校運営協議会及び学校評価部会  

会議録 

 

１ 日 時 令和８年９月５日（土）10時 00分 

２ 場 所 本校 応接室 

３ 出席者 和田 美也子 湘南鎌倉医療大学 教授 

 （敬称略） 藤原 昌太  鎌倉女子大学 准教授 

     小原 達美  七里ガ浜自治会 会長 

      岡  宏   本校同窓会 会長 

      矢作 のり子 本校ＰＴＡ 会長 

      小河 多香路 本校 校長 

（欠席）小日山 理香 鎌倉市立御成中学校 校長 

渋谷 歩   鎌倉市立七里ガ浜小学校 校長 

 

４ 内 容 

(１) 校長挨拶 

(２) スケジュール確認、概要説明、資料配付 

(３) 教育活動視察 ～七高祭（文化祭） 

(４) 教育活動に対する評価等 

(５) その他 

   ・パワーリフティング部 全国大会５位入賞 

   ・吹奏楽部 県大会金賞受賞 東関東大会（水戸市）出場 クラウドファウンディング実施 

      ・図書委員会「文芸誌」発行 

      ・夏季制服として次年度よりポロシャツ及びハーフパンツを導入 

   ・体育館工事 11月着工 令和９年 10月竣工予定 

 

５ 委員からの主な質問・意見 

 社会でこのあと活躍するためにコミュニケーション能力の育成は大切である。そのためにも

文化祭をはじめとした行事での活動は重要なものとなる。 

 多くの来場者がある中で、その運営を他の生徒たちと協働して行う経験は、様々な力が育ま

れる貴重な取組となる。 

 文化祭を始め、行事に積極的かつ主体的に取り組む生徒が数多く見受けられ、学校の特色に

なっていると感じる。 

 賑やかな催しものが多い中、いきもの生態部や図書委員会など、こだわりを持って地道にし

っかりと活動している姿が印象的だった。 

 生徒と職員の間に壁がなく関係も良好。必要な時に互いに頼れる存在であるように感じた。 

 お祭りなどの地域イベントに前向きに取り組んでくれる生徒が多く感謝している。災害時に

は地域とのつながりは重要。いざという時に若い力があることは大きい。日ごろから学校と

地域のつながりを深める活動を積極的に進めてほしい。 

 校舎内の廊下が湿気で滑りやすい。生徒の安全確保のためにも対応の検討が必要である。 

 

【配付資料】 

 ① 令和８年度 七里ガ浜高等学校 第２回学校運営協議会及び学校評価部会 次第 

 ② 令和８年度 七里ガ浜高等学校 学校運営協議会 学校評価票 

 ③ 七高祭 2026プログラム 「75315ホンマやで ～No七高 No Life」 

 ④ 校長だより（令和８年度 Vol.17） 

 ⑤ 七里ガ浜高等学校 図書委員会 文芸誌「光芒」創刊号 

 ⑥ 吹奏楽部 クラウドファンディング 関連資料 


